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Development of Functional Polyaromatic Nanocapsules 
Featuring ortho-Anthracene Dimers  
 
（オルト架橋アントラセン二量体を活用した芳香環ナノカプセルの機能開発） 
 

東京工業大学 物質理工学院 応用化学系 応用化学コース 

岸田 夏月 
 

 本論文はオルト架橋アントラセン二量体をビルディングブロックとした芳香環ナノ
カプセルの構築とそれらの空間機能として、分子内包と分子圧縮、分子認識及びカプセ
ルの光応答性に関する研究成果が英文で記述されたものであり、６章より構成されてい
る。 
 
 第１章「序論」では、これまでに報告された有機および錯体ホストを構成する有用な
ビルディングブロックについて、代表例を挙げて説明すると共に、本研究の意義と目的
を述べた。 
 
 第２章「Anisotropic Contraction of a Polyaromatic Capsule and its Cavity-
induced Compression Effect（芳香環カプセルの異方的縮小とボウル型分子の圧縮
効果）」では、ベンゼン環のオルト位で連結した２つのアントラセン環を有するビスピ
リジン配位子を合成し、Pd(II)イオンとの自己集合により、新規な扁球状芳香環カプセ
ルを構築した。このカプセルが、水系溶媒中で平面状およびボウル型分子を１分子内包
した。内包されたボウル型分子が、カプセル骨格から圧縮されてその反転運動が加速さ
れることを明らかにした。 
（N. Kishida, K. Matsumoto, Y. Tanaka, M. Akita, H. Sakurai, M. Yoshizawa, J. 
Am. Chem. Soc. 2020, 142, 9599‒9603） 
 
 第３章の「CH-π Multi-Interaction-Driven Recognition and Isolation of Planar 
Compounds in a Spheroidal Polyaromatic Cavity（芳香環CH-π相互作用に基づく
多環芳香族分子の形状認識）」では、前章の扁球状カプセルを用いて、CH-π相互作用
の数による平面芳香族化合物の選択的捕捉を達成した。また、平面状Cu(II)錯体を内包
することで、カプセル内部が極性の高い空間であることを明らかにした。 
（N. Kishida, Y. Tanaka, M. Yoshizawa, Chem. Eur. J. 2022, 28, e202202075） 



 第４章の「Stereoselective CH-π Interactions on Monosaccharide Derivatives 
within a Polyaromatic Capsule（脂肪族CH-π相互作用に基づく単糖誘導体の立体認
識）」では、扁球状カプセルにイオン性親水基を導入することで、水溶性カプセルを構
築した。このカプセルを用いて、水中で単糖誘導体の立体選択的な捕捉を達成した。ま
た、キラル分子である糖を内包することで、カプセルのらせんキラリティーが誘起され
ることを明らかにした。 
（N. Kishida,  T. Sawada, M. Yoshizawa, in preparation） 
 
 第５章の「Polyaromatic Nanocapsules as Photoresponsive Hosts in Water（光
応答性の芳香環ナノカプセル）」では、オルトフェニレン架橋のアントラセン二量体に
親水側鎖を導入した両親媒性分子を合成し、水中で自己集合させることでミセル型芳香
環カプセルを構築した。紫外光の照射によって両親媒性分子が可逆的に閉環体に変換さ
れ、このカプセルが解離することを見出した。このカプセルを用いて、種々の疎水性分
子の内包による水溶化と、光照射による定量的な放出を達成した。 
（L. Catti, N. Kishida, T. Kai, M. Akita, M. Yoshizawa, Nature Commun. 2019, 
10, 1948） 
 
 第 6章「Conclusions and Perspectives(総括と今後の展望)」では、本論文の各
章で得られた結果を総括し、その成果を踏まえて今後の研究展開を記述した。  
 
 


